


The Lepidopterological Society of Japan 


wh: & WR Lepidoptera Science 63 (3): 107-115, September 2012 


BEAR E DE A0 BARD 573 U 7-885882 


KERR? MBH F? ARAR? PARK- EHDE 


4r? 











D 599.8531 堺 市 中 区 学園 町 1-1 大 阪 府立 大 学 大 学院 生命 環境 科学 研究 科 昆 虫 研 究 グ ルー プ 


2 558-8585 大 阪 市 住吉 区 杉本 町 3-3-138 大 阪 市 立 大 学 大 学院 理学 研究 科 動 物 機能 


3 583.0862 羽曳野 市 尺度 442 大 阪 府 病害 虫 防除 所 
2171-8501 東京 都 豊 島 区 西池 袋 3-34-1 立教 大 学 理学 部 


態 学 研究 室 
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Abstract Lepidoptera emerged from nests of the Bull-headed Shrike, Lanius bucephalus Temminck and Schlegel, in 
Minamidaitojima, Japan was investigated. A total of 56 individuals belonging to six species, Heleanna fukugi Nasu 
(Tortricidae), Opogona sacchari (Bojer)(Tineidae), Erechthias minuscula (Walsingham) (Tineidae), Anatrachyntis sp. 
(Cosmopterigidae), Ascalenia sp. (Cosmopterigidae), and Simplicia mistacalis (Guenée) (Noctuidae), were identified. 
One species H. fukugi, and possibly Ascalenia sp., were considered to utilize the nest as a pupation site, and larvae of 
the other 4 species were inferred to feed on dead plant material of the nests. Emergence from a bird nest is firstly reported 
in Simplicia mistacalis and Erechthias minuscula, and the latter species is recorded from Japan for the first time. Species 
composition of emerged moths differed from previously reported ones, which is characterized by a lack of keratinophagous 
and chitinophagous tineid moths such as Monopis and Niditinea species. 


Key words Lepidoptera fauna, food habits, nest material, dead plant, Lanius bucephalus. 


は じ め に 


鳥類 の 巣 に 生息 する 鱗 麹 類 (以下 , ガ 類 ) に つい て , 日 本 
で は スズ メ Passer montanus (Linnaeus), ゴン アカ ツバ メ 
Hirundo daurica Linnaeus な どの 鳥類 の 巣 か ら , ヒロ ズ コ ガ 
科 と メイ ガ 科 の 3 科 6 種 が 記録 され て いる だ け で あっ た . 
最近 . フ クロ ウ な どの 上 巣 に 生息 する ヒロ ズ コ ガ 科 や マル ハ 
キバ ガ 科 , ミ ツボ シキ バ ガ 科 な ど が 追加 され , 鳥類 の 巣 に 
生息 する 鱗 次 目 の 記 録 は $ 科 27 種 と な っ た (Nasu etal., 
2007; 那須 ら , 2007; Nasu and Saito, 2008; 那須 ら , 2012 な 
ど ). 鳥類 の 巣 内 に 共生 する ガ 類 は , 巣 内 の 清掃 者 と し て な 
ど , 鳥類 に 相 利 共生 的 な 利益 を も た ら す 重要 な 役割 を 演じ 
て いる 可能 性 が ある が , この よう な 共生 関係 に つい て は こ 
れ ま で 総合 的 な 研究 が 行わ れ て いな か っ た . 著者 ら は , が 
類 の 多様 性 の 解明 と 鳥類 と 共生 昆虫 と の 進化 的 な 相互 関 
係 ( 巣 内 共生 系 ) を 明らか に する た め に , 2009 年 か ら 全 国 
的 に 鳥類 の 巣 に 生息 する 生物 調査 を 行っ て いる . その 一 貫 
と し て ,2009 年 4 月 と 6 月 に 南大 東島 の モズ 7gzzzs 
bucephalus Temminck and Schlegel の 自然 巣 3 個 を 回 収 し , 同 
年 8 月 まで に 羽化 し た 鱗 次 目 の 成虫 を 交尾 器 形態 等 に 基 づ 
いて 同定 し た . その 結果 . ヒロ ズ コ ガ 科 , カ ザ リ バ ガ 科 , ヤ 





ガ 科 な ど に 含ま れる 日 本 未 記 録 種 や これ まで に 鳥類 の 巣 か 
ら 記録 の な い 種 が 確認 で きた の で 報告 する と と も に , 各種 
の 幼虫 の 食性 に つい て 考察 を 行っ た . 


材料 お よび 方 法 

沖縄 本 島 の 約 400 km 東方 に 位置 する 南大 東島 ( 図 1A) T, 
2009 年 に モズ の 3 自然 巣 を 採集 し た ( 図 1B). 図 2 に が し 
た よう に , 業 A は 島 の 中 央 西部 . 巣 B は 南東 部 , 巣 C は 中 央 
東部 に 位置 し , それ ぞ れ の 上 菓 間 の 距離 は , A-B : 3486 m, A- 
C : 3221 m, B-C: 1816m で あっ た . ÉAIXAH, 巣 B と C は 
6 月 に 回 収 し た . モズ の 巣 は フク ギ (オト ギリ ソウ 科 ) や 
レン ギョ ウ (クマ ツ ゾ ヅラ 科 ) に か けら れ て お り GEL Ed 
1C), XM LT, 外層 は , 小枝 , FRE, サト ウキ ビ の 葉 な 
LD, 内 層 は スス キ の 穂 が 用 いら れ て いた . な お , モズ の 
s gi pc BH o 7223, いずれ の 巣 も お そら くさく 2009 年 
の 繁殖 期 (2-8 H) に 作ら れ た も の で ある . EK, いずれ 
の 巣 も クマ ネズ ミ Rattus rattus (Linnaeus) が エサ 場 と し て 
再 利 用 し て いた た め , クマ ネズ ミ の 糞 や 食べ か す が 玲 積 し 
て いた . な お , 巣 内 で 確認 され た 餌 は , 巣 A で は テリ ハ ボ 
AOE, A=, ネズ ミ に 捕食 され た モズ の 卵殻 , 巣 C で 
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図 1. 南大 東島 の モズ 巣 で 発生 する ガ 類 の 調査 . 
A: 南大 東島 の 調査 地 .B: モズ 巣 の 回 収 .C: モズ 巣 . D: MAAR. E 巣 内 で 確認 され た クロ 
オオ メン コガ Opogona sacchari Mi, 
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図 2. 南大 東島 で モズ 巣 を 採取 し た 地点 . 
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表 1. 20094E4H E 6 H LE SEKRE ES CRUDUL 726 ABE OOEEAA, 周囲 の 状況 な ど . 





d 巣 の 形状 ieu REEI 巣 の 位置 E £ " = : 
巣 記号 H d RON 営巣 され た 樹 d &] pH o ARV BEA CHa S TUB 
巣 記号 回 収 日 綻 X 横 高き (cm) er DAS AZo RY 高 さ (cm) 周囲 の 状況 巣 内 で 確認 され た 餅 





テリ ハ ボ ク の 実 、 カ ニ 類 、 


* フク ギ サト ウキ ビ 畑 の 2-7 qu 
A 4H27H - (オト ギリ ソウ 科 ) 250 間 の 並木 PAG ES 
TUX 
フク ギ ; サト ウキ ビ 畑 の AS 
B 6 月 7 日 126X119x8. (オト ギリ ソウ 科 ) 243 TA 有 (種類 は 不明 ) 
タイ ワン レン ギョ ウ サト ウキ ビ 畑 に タイ ワン ツチ イナ ゴ 
Vn 9 NUM SITR 130 if L7- Hd 4 個体 以上 


* 回 収 時 に 崩れ た た め 計 測 不能 





図 3. 南大 東島 で 採集 し た 
C 9 ^. H モズ 巣 か ら 羽 化し た 上. 
A プク ギ モ グ リセ スパ バ マ 
キ Heleanna fukugi. B, C: 
マダ ラ ト ガ リ ホ ソ ガ 属 の 
— fi Anatrachyntis sp. D: 
コブ カ ザ リ バ ガ 亜 科 の 一 
Tl Ascalenia sp. E, F: ナン 
ヨウ ヒメ ツマ オン レガ 
Erechthias minuscula. G, H: 
クロ テン オオ メシ コガ 
Opogona sacchari. I, J: 7 
U^ y Y 2X Simplicia 
mistacalis. 
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表 2. 南大 東島 で 採取 し た モズ 巣 か ら 2009 年 6-9 月 に 羽化 し た ガ 類 の 種 名 , サイ ズ ( 開 張 ) と 巣 別個 体 数 . 











種 名 Piik (mm) ÆA 巣 B 巣 C 合計 
フク ギ モ グ リヒ メ ハ マキ Heleanna fukugi Nasu,1999 12 0 2 0 2 
クロ テン オオ メン コガ Opogona sacchari (Bojer, 1856) 20-24 1 1 12 14 
ナン ヨウ ヒメ ツマ オレ ガ Erechthias minuscula (Walsingham, 1897) 7-10 0 6 14 20 
マダ ラ ト ガ リ ホ ソ ガ 属 の 一 種 Anatrachyntis sp. 9-11 0 7 1 8 
コブ カ ザ リ バ ガ 亜 科 の 一 種 Ascalenia sp. 7-8 0 3 0 
シロ ヘリ アツ バ Simplicia mistacalis (Guenée, 1854) 21-24 0 5 4 9 
tr at l 24 31 56 
は タイ ワン ツチ イナ ゴ Patanga succincta (Linnaeus) 23 4 個 羽化 個体 数 を 示し た . 


体 以上 で あっ た . 巣 B に も 餌 等 の 残 湾 が み ら れ た が , 種類 
は 不明 で あっ た ( 表 1). 


巣 は 研究 室 に 持ち 帰り , 3 つの 巣 を 別々 に 容器 (タッ パー 
ウェ ア ) (MID) に 入れ て 20094 8 月 まで 20-25*C の 恒温 
室 に 放置 し , 水分 な ど は 与え な か っ た . な お , 巣 内 に ガ 類 
ojus ( 図 IE) な ど を 確認 し た 場合 は , 巣 内 に その ま 
ま 残 し た . 成虫 の 羽化 は 2 日 また は 3 日 お き に 確認 し , JJ 
化し て いた 場合 は 回 収 し て 標本 を 作成 し, 交尾 器 形 態 等 に 
基づい て 同定 を お こ な っ た . ガ 類 を 同定 し た 後 ., それ ぞ れ 
の 種 に つい て , 分 布 , 近 縁 種 を 含め た 食性 を 調査 し . 各種 
が どの よう に モズ 上 巣 を 利用 し て いた か を 考察 し た . 


結果 
羽化 し た ガ 類 の 種 数 と 個体 数 


南大 東島 の モズ の 自然 巣 3 個 か ら . ナン ヨウ ヒメ ツマ オレ 
X ( 新 称 ) Erechthias minuscula (Walsingham) (ヒロ ズ コ ガ 
FP) (BI3E,F) が 20 個体 ,. クロ テン オオ メン コガ Opogona 
sacchari (Bojer) (ヒロ ズ コ ガ 科 ) ( 図 3G.H) が 14 個体 , シ 
ロペ ヘリ アソ ツバ パ Simplicia mistacalis (Guenée) ( ヤ ガ 科 ) ( 図 3I, 
p が 9 個体 , マ ダラ ト ガ リ ホ ソ ガ 属 ( 新 称 ) の 一 種 
Anatrachyntis Spb.( カ ザ リ バ ガ 科 ) ( 図 3B、C) が 8 個体 , コ 
プ カ ザ リバ ガ カ 亜 科 (Chrysopeleiinae) の 一 種 Ascalenia sp. (A 
ザ リ バ ガ 科 ) ( 図 3D) が 3 個体 , フク ギ モ グ リヒ メ ハ マキ 
Heleanna fukugi Nasu ( 図 3A) (ハマ キ ガ 科 ) が 2 個体 . & 
計 6 種 56 個体 の ガ 類 の 羽化 を 確認 し た ( 表 2). な お , 同定 
の た め に 調査 し た 々 交尾 器 の 写真 を 図 4 に 示し た . 


羽化 し た ガ 類 の 巣 別 の 内 訳 は , 巣 A か ら 1 種 1 個体 . 巣 B か 
ら 6 種 24 個体, 巣 C か ら 4 種 31 個体 と . Bic ka CHÀO 
羽化 し た 種 数 ・ 個 体 数 に ば ら つ き が あっ た . 

それ ぞ れ の 巣 で 羽化 個体 数 が 多かっ た も の を あげ る と , K 
B か ら マ ダラ ト ガ リ ホ ソ ガ 属 の 一 種 が 7 個体, シロ ヘリ ア 
ツバ が 5$ 個体, 巣 C か ら は , ナン ヨウ ヒメ ツマ オレ ガ が 14 
個体 , クロ テン オオ メン コガ が 12 人 個体, シロ ヘリ アツ ッ ツバ が 
4 個体 で あっ た . 

羽化 消長 

表 3 に 羽化 日 (回 収 日 ) 別 の 個体 数 . 図 3 に 各 月 の 旬 別 の 


フク ギ モ グ リヒ メ ハ マキ は 6 月 12 日 に 2 個体 , コブ カ ザ リ 
バ ガ 亜 科 の 一 種 Ascalenia sp. は 6 月 19 日 に 3 個体 が 巣 B か 
ら 羽 化し た だ け だ っ た が , クロ テン オオ メン コガ , マダ ラ 
ト ガ リ ホ ソ ガ 属 の 一 種 . シ ロ ヘ リア ツバ は ほとん どの 個体 
が 7 月 に 羽化 し た . 一 方 . ナ オン ヨウ ヒメ ツマ オレ ガ は , 6 月 
か ら 9 月 まで 長期 間 に わ た っ て 連続 的 に 羽化 が 確認 され 
Te, 


E: 
羽化 し た ガ 類 各種 の 食性 


モズ の 巣 か ら 羽 化し た 6 種 の ガ 類 な ら び に その 近 緑 種 に つ 
いて 主 に 食性 の 知見 を まとめ , 各種 の 幼虫 が 何 を 食べ て い 
た か に つい て 考察 し た . 


(1) フ クギ モグ リヒ メ ハ マキ (ハマ キ ガ 科 ) 


本 種 は 琉球 列島 に 分 布 し て お り , 防風 林 と し て 利用 され て 
いる フク ギ (フク ギ 科 ) を 寄主 植物 と し , 幼虫 は 葉 に 潜る 
こと が 知ら れ て いる (Nasu, 1999). 今回 , 回 収 し た モズ 巣 
か ら 6 月 中 旬 に 本 種 が 2 個体 羽化 し た が (R3, 図 4), これ 
ら の 巣 は フク ギ に 営巣 きれ て お り ( 表 1. 図 1B.C), SAL 
た 幼虫 が 寄主 か ら モ ズ 巣 に 移動 し た と 思わ れる . 


(2②) コ ブ プ カ ザ リバ ガ 亜 科 の 一 種 4scz/ezzz sp. ( カ ザ リ バ ガ 科 ) 


Ascalenial&iX, ギョ リュ ウ 科 , タデ 科 . ネム ノ キ 科 , マメ 
科 な どの 植物 の 芽 や 小枝 に 将志 する も の や 虫 こ ぶ を 形成 す 
る も の が 知ら れる が , 寄主 不明 の も の が 多い (Koster and 
Sinev, 2003). 国内 で は 村瀬 (2008) が 本 属 の 未 同定 種 (お 
そら く 今 回 確認 され た 種 と は 別種 ) を 和歌 山 市 か ら 報 告 し 
て いる . 


(3) ク ロ テ ン オオ メン コガ (ヒロ ズ コ ガ 科 ) 


本 種 は アジ ア を 除く 世界 各地 の 熱帯 ・ 亜 熱帯 域 を 中 心 に 
分 布 す る こと が 知ら れ て いた が (Davis and Pena, 1990), 最 
Xt, 日 本 や 中 国 , ヨー ロッ パ な どの 温帯 域 で 分 布 を 拡大 し 
CH), 国内 で は , 観葉 植物 を 中 心 に 熱帯 果樹 や 家畜 飼料 
な ど で 発 生 し て いる (吉松 ら , 2004: 吉松 ・ 広 渡 , 2010). 
窒 主 と し て は , 観葉 植物 , サツマイモ, トウ モロ コシ な ど 
が 知ら れ て お り , 本 種 は 観葉 植物 な どの 輸出 入 に と も な っ 


NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 





BS AUR ES 0D 7E ABE OD HRM 111 
SS E ss て 分 布 を 拡大 し て いる と 考え られ て いる . し か し , 沖縄 本 
4n pom 島 で 本 種 が 野外 の 枯れ 枝 や 枯れ た ソテツ の 雄花 で の 発生 が 


報告 きれ て いる こと (BK, 2007) や , 筆者 ら の 研究 で リ 
E | $5 ュ ウ キュ ウ コ ノ ハズ ク Otus elegans (Cassin) (南大 東島 ) や 
オオ コノ ハズ クワ ./ezp (Horsfield の 巣 (沖縄 本 島 , 南大 


m a Mo 東島 ) か ら も 本 種 の 羽化 を 確認 し て いる こと (Nasu etal., 
| - 未 発表 ) な どか ら , 本 種 は 人 為 的 な 移 人 で は な く , 鳥類 の 
巣 材 の 枯葉 な ど を 食べ て 自然 発生 し て いた 可能 性 が ある . 
ご E (4) ナ ン ヨ ウ ヒ メ ツ マオ レガ (BP) Erechthias minuscula 
(ヒロ ズ コ ガ 科 ) 
D ーー ーー 
本 種 は , アフ リカ か ら 南 太平 洋 な ど に 広く 分 布 す る こと が 
ed で 知ら れる が (Zimmerman, 1978), 本 研究 に よっ て 初め て 日 
本 に 分 布 す る こと が 確認 され た . 幼虫 は , バナ ナ , パパ イ 
e e a F, パイ ナッ プル な どの 他 , 各種 の 植物 遺体 を 食べ る と さ 


れる が (Zimmerman, 1978), 鳥類 の 巣 か ら の 発生 が 確認 さ 

れ た の は 初め て で ある . 本 種 が 含ま れる Erechthias OTE 

は クロ スジ ッ マ オレ ガ Erechthias atririvis (Meyrick) の よう 

に エン ジュ さび 病 患 部 で の 発生 が 報告 され る な ど (吉松 ・ 

bonis = 坂本 , 1991). 樹皮 等 の 枯死 し た 植物 体 を 摂 食す る も の が 多 

E E く , 今回 確認 し た ナン ヨウ ヒメ ツマ オレ ガ は モズ 上 巣 の 巣 材 
を 摂 食し て いた と 思わ れる . 


i ME (5) マダ ラ ト ガ リ ホ ソ ガ 属 の 一 種 Anatrachyntis sp. (APY 
バ ガ 科 ) 


HÆÆ Anatrachyntis 属 で は , トウ モロ コシ ト ガ リ ホ ソ ガ A. 
rileyi (Walsingham) が トウ モロ コシ の 実 な ど を 食べ る 貯 帝 
害虫 と し て 著名 で あり QER Ò , 2000), マダ ラ ト ガ リ ホ ソ 
= ps ガ Anatrachyntis japonica Kuroko は , カキ の 被害 果 , 3 7 77 
の ケー ス 内 の 残 物 (黒子 , 1982), ハマ ボウ の さく 果 (村瀬 , 
2000) な ど , A. incertulella (Walker) は タコ ノ キ の 花房 や 枯 
の の れ 葉 を 食べ る こと が 知ら れ て いる (Zimmermen, 1978). さ 
ら に , Anatrachyntis EK I3 7 EOP (Austin, 1977) や ア 
シナ ガバ チ 類 の 幼虫 を 捕食 する 種 も 知ら れ て お り (Miyano, 
1980), その 食性 は 多様 で ある . 今回 南大 東島 の モズ 巣 か ら 
MM 発生 し た 個体 の 交尾 器 を 調査 し た 結果 . 上 記 の 未 記録 種 を 
含め て 日 本 産 の いずれ の 種 と も 一 致 せ ず , 新種 の 可能 性 も 
ある こと が 分 か っ た . 本 種 が 巣 材 あ る い は クマ ネズ ミ の 畑 
や 残 済 の いずれ を 摂 食 し て いた か は 不明 で ある が , 巣 内 に 
クマ ネズ ミ の 館 が 確認 で き な か っ た 上 巣 B ( 表 1) か ら も 多 
く の ガ 類 が 羽化 し た こと か ら , BZD EZKOR ii 
葉 等 ) を 摂 食 し て いた と 考え られ る . 


(6) シロ ヘリ アツ バ ( ヤ ガ 科 ) 


本 種 は , 日 本 で は 九州 南部 と 南西 諸島 , 国外 で は イン ド か 
ら ニ ュー ギニア に か け て 広く 分 布 する (大 和田 ,2011). 本 
種 幼虫 の 食性 は 不明 で あっ た が , 近 縁 種 の オオ アカ マエ ア 
ツバ Simplicia niphona Butler な ど は 幼虫 が 枯れ 葉 を 食べ る 
こと が 知ら れる (大 和田 , 2011) こと か ら , 巣 材 の 枯葉 を 
摂 食 し て いた と 思わ れる . 


羽化 消長 と ガ 類 に よる 巣 の 利用 
上 記 の よう に , フク ギ モ グ リヒ メ ハ マキ は 2 個体 が 巣 B か 
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モズ 上 巣 か ら 2009 年 6-9 月 に 羽化 し た ガ 類 の 羽化 日 (回 収 日 ) 別個 体 数 . 


名 


種 
フク ギ モ グ リヒ メ ハ マキ Heleanna fukugi 


クロ テン オオ メン コガ QOpogona sacchari 
マダ ラ ト ガ リ ホ ソ ガ 属 の 一 種 Anatrachyntis sp. 


コブ カ ザ リ バ ガ 亜 科 の 一 種 Ascalenia sp. 


ナン ヨウ ヒメ ツマ オレ ガ Erechthias minuscula 
シロ ヘリ アツ バ Simplicia mistacalis 


表 3. 南大 東島 で 採取 し た 
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Bla ヒロ ズ コ ガ 科 と カ ザ リ バ ガ 科 の 交尾 器 . A クロ テン オオ メン コガ Opogona sacchari. B: ナン ヨウ ヒメ ツ 
マオ レガ Erechthias minuscula. C: 277 HY 23 REO — E Ascalenia sp. D: マダ ラ ト ガ リ ホ ソ ガ 属 の 一 種 
Anatrachyntis sp. ae: LFT 7 A (aedeagus), al: 7 ア ネ ラ ー ロ ー ブ (anellar lobe), gf: ゲニ タル フラ ッ プ (genital flap), 


va: バル バ (valva) 


ら 6 月 中 旬 に 羽化 し た が ( 表 3, 図 5). 羽化 し た の は いずれ 
も 巣 を 回 収 し た 直後 で あり , 寄主 植物 が フク ギ で ある こと 
か ら も 本 種 が モズ 巣 を 開化 場所 と し て 利用 し て いた こと は 
ほぼ 間違い な い . 同様 に , 回 収 直 後に 3 個体 だ けが 羽化 し 
た (X3, Bds) コ プ カ ザ リ バ ガ 亜 科 の 一 種 も 凌 化 場所 と し 
て 利用 し て いた 可能 性 が ある . 


クロ テン オオ メン コガ , マダ ラ ト ガ リ ホ ソ ガ 属 の 一 種 . シ 
ロ へ リア ツバ に つい て は 大 部 分 が 7 月 に 羽化 し , それ 以降 
の 発生 は み ら れ な か っ た . 一 方 , ナン ヨウ ヒメ ツマ オレ ガ 
で 6 月 か ら 9 月 まで 連続 的 に 羽化 が 確認 きれ た の は ., A 
は 小型 で ある た め , 羽化 後に 回 収 き れ な か っ た 個体 が モズ 
巣 を 入れ た 容器 内 で 繁殖 し , 発生 を 繰り 返し た か ら か も し 
れ な い . また , 巣 A か ら の 羽化 を 確認 し た の は クロ テン オ 
オメ ンコ ガ 1 個体 の み だ っ た が . 巣 A の 回 収 日 が 4 月 27 日 
( 他 の 2 巣 の 回 収 日 は 6 月 ) と 時 期 が 早く . ガ 類 成虫 が 産卵 
する 前 に 巣 を 回 収 し た こと な ど が 要因 と し て 考え られ る . 
な お , 巣 A の 回 収 時 に メイ ガ 科 マダ ラメ イガ 亜 科 と 思わ れ 
2 f Wh e HEC à A, 同定 が 不 確 実 だ っ た の で 今回 の 
調査 結果 に は 含め な か っ た . Toi, お そら く モ ズ 巣 を 
越冬 場所 と し て 利用 し て いた も の と 思わ れる . 


以上 の よう に. 今回 の 調査 で . 鳥類 の 巣 は ガ 類 幼虫 の 餌 資 
源 と し て だ け で な く , ガ 類 に よっ て 虐 化 場所 ある い は 越冬 
場所 と し て 利用 きれ て いる 可能 性 が ある こと が 示唆 され た . 


他 の 鳥類 の 巣 か ら 発 生 す る ガ 類 相 と の 比較 


鳥類 の 巣 か ら 発 生 す る カ 類 相 は 鳥類 の 種 に よっ て 異な っ て 
BY, その 人 違い は 巣 の 形状 で な く 巣 材 を 含む 巣 内 堆積 物 の 
違い に 関係 する と され る (AAAS, 2012). 一 般 的 に フク ロ 
ウゥ 等 の 鳥類 の 巣 か ら 発 生 し た ガ 類 で は . ヒロ ズ コ ガ 科 ヒロ 
ズ コ ガ 亜 科 (Monopis, Niditineal&7z ©) は 巣 内 の 羽毛 
や 獣 毛 な どの ケラ チン や キチ ン な どの タン パク 質 を , ミツ 
ボ シ キ バ ガ 科 (Autostichak&) が 枯葉 を (上 田 , 2011). 2 
イガ 科 は 巣 内 の 糞 や 餌 居 ・ 枯 葉 な ど を , マル ハ キ バ ガ 科 の 
幼虫 は 巣 内 の 鮮 類 や 腐朽 し た 木 誠 な ど を 摂 食 する こと が 知 
られ て いる (Robinson and Nielsen、 1993: Robinson. 2004: 
Nasu et al., 2007, 2008; 那須 ら , 2012). 


今回 南大 東島 の モズ の 巣 か ら 羽 化し た ガ 類 に つい て は , 7 
ロ テ ン オオ メン コガ (ヒロ ズ コ ガ 科 メン コガ 亜 科 ), ナン 
ヨウ ヒメ ツマ オレ ガ (ヒロ ズ コ ガ 科 ツマ オレ ガ 亜 科 )、 マ 
ダラ ト ガ リ ホ ソ ガ 属 の 一 種 ( カ ザ リ バ ガ 科 ),. シロ へ リア 
ツバ ( ヤ ガ 科 ) BE, これ まで 鳥類 の 巣 か ら 羽 化 が 報告 き 
れ た ガ 類 と は 種 構成 や 分 類 群 が 異な っ て お り 羽 毛 や 獣 毛 な 
どの ケラ チン や キチ ン な ど を 食べ る ヒロ ズ コ ガ 科 ヒロ ズ コ 
7i Wi FLD Monopis 属 や Niditinea 属 の 種 が 欠落 し て いた . 通 
常 モ ズ の ヒナ が 巣立っ た 後 の 巣 に は 糞 な どの 堆積 物 は 残ら 
な い が . 今回 調査 を 行っ た いずれ の 巣 も クマ ネズ スミ が エサ 
場 と し て 再 利 用 し て いた た め , クマ ネズ ミ の 糞 や 食べ か す 
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BZX-7Ut»»-c: Heleanna fukugi 
ロナ ン ョ ヨウ ヒメ ンマ オレ ガ Erechthias minuscula 
コブ カ ザ リ バ ガ 亜 科 の 一 種 4scalenia sp. 














クロ テン オオ メン コガ Opogona sacchari 
還 マ ダラ ト ガ リ ホ ソン ガ 属 の 一 種 Anatrachyntis sp. 














ロ ヘ リア ツバ Simplicia mistacalis 


8 月 : 9 月 


図 5. 南大 東島 で 採集 し た モズ 巣 か ら 羽 化し た ガ 類 の 羽化 個体 数 . 


が 堆積 し て いた . この よう な 堆積 物 が マダ ラ ト ガ リ ホ ソ ガ 
属 の 一 種 の よう な ガ 類 効 昌 の 栄養 源 と な っ て いた 可能 性 は 
ある が . 上 記 4 種 の 近 縁 種 は いずれ も 主 に 各種 の 植物 遺体 
を 食べ る こと か ら , 小枝 , 枯葉 , サト ウキ ビ の 葉 , スス キ の 
穂 と いっ た 巣 材 の 植物 遺体 を 中 心 に 摂 食し て いた 可能 性 が 
Bw, さら に , 今回 の 調査 で これ まで 鳥類 の 巣 か ら の 発生 
が 記録 され て いな か っ た ガ 類 が 多く 確認 まれ た も う 一 つの 
要因 と し て , MeO HAR ES è v» BETO RIC dS 
こと が あげ ば られる. 今後, 日 本 各地 で モズ を 含む 鳥類 各種 
の 調査 が 進め ば , 鳥類 の 種 , ある い は 地域 に よっ て 発生 す 
る ガ 類 の 種 構成 の 違い が 明らか に な る と 思わ れる . 
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Summary 


Lepidoptera emerged from nests of the Bull-headed Shrike, Lanius 
bucephalus Temminck and Schlegel, in Minamidaitojima, Japan 
was investigated. Three nests were collected in April and June, 
2009. The nests were constructed on branches of Garcinia 
subelliptica (Guttiferae) and Duranta erecta (Verbenaceae) and 
they were composed of twigs, dead leaves of sugar cane, and ear 
of the Japanese pampas grass. The nests were reused by the black 
rat Rattus rattus (Linnaeus) for feeding site. A total of 56 moth 
individuals belonging to the following six species were identified. 


(1) Heleanna fukugi Nasu (Tortricidae) 


This species occurs in the Ryukyus, Japan and feed on Garcinia 
subelliptica (Guttiferae). Two individuals were emerged from the 
nests in mid June 2009 and they are considered to pupate within 
the nest after moving from the host plant. 


(2) Ascalenia sp. (Cosmopterigidae) 


In the genus Ascalenia, boiology is only known for a few species: 
the larvae are bud- or twig borers on Tamaricaceae, Polygonaceae, 
Momosaceae and Fabaceae, sometimes producing galls. Three 
individuals were emerged from the nests in mid June 2009, and 
they possibly utilized the nest as a pupation site as in H. fukugi, 
although the feeding habit was unclear. 


(3) Opogona sacchari (Bojer) (Tineidae) 


This species is known as a pest of many tropical crops, fruits and 
houseplants, and it is believed to expand its distribution by 
transportation with the plants in Asia. However, occurrence from 
the bird nest may suggest that it originally inhabits in the Ryukyus. 


(4) Erechthias minuscula (Walsingham) (Tineidae) 


The larvae of this species are known as a pest of tropical fruits 
such as banana, eggplant, and pineapple, and also known as 
scavengers in dead plant material. This species is widely distributed 
around tropical area of the world, and newly recorded from Japan 
in the present study. 


(5) Anatrachyntis sp. (Cosmopterigidae) 


Examination of the male genitalia of emerged adults revealed that 
this species differed from three recorded Anatrachyntis species, 
A. rileyi (Walsingham), A. japonica Kuroko, A. incertulella 
(Walker), in Japan. Since feeding habit of Anatrachyntis species 
is variable, it is unclear whether this species feed on the nest 
material or other material such as feces of the black rat. 


(6) Simplicia mistacalis (Guenée) (Noctuidae) 


This species is distributed from India to New Guinea, and in 
sourthern Kyushu and the Ryukyus in Japan. Although the host 
plant of the species has been unknown, it is considered to feed 
on dead plat material, judging from the feeding habit of relative 
species, such as Simplicia niphona Butler. Emergence from a bird 
nest is firstly reported in this species. 
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As mentioned above, H. fukugi, and possibly Ascalenia sp., were keratinophagous and chitinophagous tineid moths (e.g. Monopis 
considered to utilize the nest as a pupation site, and larvae of the and Niditinea species). 


other 4 species were inferred to feed on dead plant material of 
the nests. Species composition of emerged moths differed from 
previously reported ones, which is characterized by a lack of 
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